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Ⅰ 全体評価 

 

（全体としての評価結果） 

  中期目標が良好に達成できる見込みであると認められる。 

 

  富山県立大学は、平成２年４月に、日本海側初めての工学系公立大学

として開学して以来、教育、研究、地域連携等を積極的に推進し、多く

の有為な学生を社会に輩出するなど、地域及び産業の振興に大きな役割

を果たしてきている。 

  一方で、少子化を背景とした大学間競争の激化、グローバル社会への

対応など、これまで以上に、教育、研究、地域貢献活動を充実・強化し、

地方創生の一翼を担い、県民や地域の期待に応える魅力ある大学づくり

を推進していくことが求められている。 

  こうしたなか、平成 27 年 4 月に富山県立大学は、公立大学法人富山

県立大学（以下「法人」という。）への移行を契機として、より機動性、

透明性の高い大学運営を行い、個性と魅力あふれる大学として、さらに

発展・飛躍できるよう、平成 27 年度から令和２年度まで６年間の中期

目標を新たに定めた。 

 

法人化以降、中期目標の達成に向けて、理事長及び学長のリーダーシ

ップのもと、責任ある意思決定を迅速に行える機動的な運営に努め、中

期計画で定めた数値目標を見据えながら、活気と魅力あふれる大学づく

りに取り組んだ、その業務実績は、全体として高く評価できる。 

 

特に評価する事項として、今後再び顕著となる 18 歳人口の減少を見

据え、大学認知度の向上を図るため、北陸新幹線沿線地域など県内外に

おいて、大学説明会の開催や様々な媒体を活用した広報・情報発信、高

校訪問、工学部一般入試前期日程における学外試験会場の設置など学生

募集活動に積極的に取り組んでいる。 
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国立研究開発法人科学技術振興機構（ＪＳＴ）の戦略的創造研究推進

事業に採択された「浅野酵素活性分子プロジェクト（ＥＲＡＴＯ）」は、

国の事後評価において最高評価を得て、それらの研究成果を活かして、

共同研究に取り組んだ。また、産学官の連携により県内医薬品産業の振

興を図る「くすりのシリコンバレーＴＯＹＡＭＡ」創造コンソーシアム

（※１）にも参画し、最先端の研究を推進したことは、高く評価できる。 

  豊かな国際性と高度な専門性を兼ね備えた教育・研究を推進するため、

平成 27 年度から 30 年度までに、新たにバーゼル大学（スイス：医薬品

分野）など５大学・研究機関と学術交流協定を締結し、また、タデュラ

コ大学（インドネシア：環境保全分野）や瀋陽化工大学（遼寧省：教育

連携）など４大学・研究機関と学術交流協定を更新するなど、国際化に

対応する教育環境づくりに取り組んでいる。 

 

さらに、県内産業を支える人材の供給と若者定着に一層貢献するため、

工学部の学科の新設・拡充を積極的に進めるとともに、質の高い看護人

材の確保という県内医療機関等のニーズや、県内外の高校生の進学先を

県内に確保し、若者や女性の県内定着を図るため、看護学部を開設した。 

 

そのほか、各学科の多くの教員が積極的に科学研究費補助金などの競

争的研究資金の申請に努め、年間採択件数は、目標値を大きく上回る見

込みである。また、地域連携センターを拠点に国内外の企業・機関との

受託研究、共同研究を活発に展開し、科学研究費も堅調に増加している。 

 

今後の課題として、志願倍率は隔年により変動するものの、今後とも、

志願者の増加に向けて大学の認知度向上を図る取組み等について強化

していくことが望まれる。また、学生の県内企業就職率の向上も大学の

大きな使命であり、法人化以降、目標値 50％以上の達成は厳しい状況と

なっているが、低年次からのキャリア教育の充実や県内企業の認知度向

上・魅力の発信等を継続的に行い、卒業生の県内就職定着に向けた取組

みをさらに強化していくことが望まれる。 
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また、看護学部において、県内保健医療福祉施設と連携を図り、県内

定着に向けた富山キャンパスにおける就職支援体制の整備について取

組みを進められたい。 

  さらに、近年増加しているサイバー攻撃に対応するための、全学的な

情報セキュリティ体制の整備等の取組みを進められたい。 

 

今回の法人の自己評価による業務の見直しと併せて、この委員会の評

価結果を法人の業務運営の効率化等のために積極的に活用し、教育研究

の一層の充実や地域社会に貢献する大学づくりを推進することで、中期

目標が着実に達成されることを期待する。 

 （※１）「くすりのシリコンバレーＴＯＹＡＭＡ」創造コンソーシアム：

地方大学や本県の中核的産業である医薬品産業の振興、それを

担う専門人材の育成・確保を図るため、県内産学官が連携して

組織する団体（平成 30 年 6 月発足）。平成 30 年 10 月に内閣府

「地方大学・地域産業創生交付金」の支援対象に採択された。 

 

Ⅱ 項目別評価 

  

１ 教育に関する目標 

  (1)  評価結果 

評価 Ａ 中期目標が良好に達成できる見込みである。 

 

   (2) 評価の判断理由 

        教育に関する目標を達成するための措置として中期計画に記載

された 70 項目のうち、すべての項目が「Ⅲ 概ね中期計画どおりに

実施している」と認められ、これらの状況を総合的に検証し、(1)

に記載の評価に相当すると判断した。 

 

  (3)  特に評価する事項 

・東海北陸地域や北陸新幹線沿線地域における大学説明会の実施、
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進学ガイダンス等への参加、高校訪問、工学部一般入試前期日程に

おける学外試験会場の設置など学生募集活動に積極的に取り組ん

でいる。 

・質の高い看護人材の確保という県内医療機関等のニーズに応え、

また、県内外の高校生の進学先を県内に確保し、若者や女性の県内

定着を図るため、看護学部を開設した。 

・キャリアセンターに専任の県内就職定着促進員を配置し、企業の

人材ニーズ把握や県内企業訪問など卒業生の県内就職定着の促進

に取り組んでいる。 

 

  (4) 今後の課題とする事項 

・志願倍率は隔年により変動するものの、今後、志願者の増加に向

けて大学の認知度向上を図る取組み等について強化していくこと

が望まれる。 

・県内企業就職率は、法人化以降、目標値 50％以上に達しておら

ず、低年次からのキャリア教育の充実や卒業生の県内就職定着に向

けた取組みをさらに強化していくことが望まれる。 

・看護学部において、県内保健医療福祉施設と連携を図り、就職に

向けた情報提供等を富山キャンパスにおいても実施するなど県内

定着に向けた就職支援体制の整備について取組みを進めることが

望まれる。 

 

 ２ 研究に関する目標 

(1)  評価結果 

評価 Ｓ 中期目標が極めて良好に達成できる見込みである。 

 

   (2) 評価の判断理由 

        研究に関する目標を達成するための措置として中期計画に記載

された 24 項目のうち、１項目が「Ⅳ 中期計画を上回って実施して

いる」、23 項目が「Ⅲ 概ね中期計画どおりに実施している」と認
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められ、すべてⅣまたはⅢの評価であることや、産業の発展に貢献

する研究の推進についての取組みなどを総合的に検証し、(1)に記

載の評価に相当すると判断した。 

 

  (3)  特に評価する事項 

・ＪＳＴの戦略的創造研究推進事業に採択された「浅野酵素活性分

子プロジェクト（ＥＲＡＴＯ）」は、国の事後評価において最高評価

を得て、それらの研究成果を活かして共同研究に取り組んだ。 

・「くすりのシリコンバレーＴＯＹＡＭＡ」創造コンソーシアムに

も参画し、最先端の研究を推進したことは、高く評価できる。 

・県内産業界のニーズを踏まえ、若者の人材確保・県内定着を図る

ため、工学部学科の新設・拡充を積極的に進めた。（平成 27 年度 ５

学科 入学定員 230 名→令和２年度 ７学科 入学定員 340 名） 

 

 ３ 地域貢献に関する目標 

(1)  評価結果 

評価 Ａ 中期目標が良好に達成できる見込みである。 

 

(2) 評価の判断理由 

地域貢献に関する目標を達成するための措置として中期計画に記

載された 32 項目のうち、全ての項目が「Ⅲ 概ね中期計画どおりに

実施している」と認められ、これらの状況を総合的に検証し、(1)

に記載の評価に相当すると判断した。 

 

  (3)  特に評価する事項 

   ・企業、ＮＰＯ等と連携し、地域課題の発見・解決に向け取り組む

地域協働授業を積極的に実施している。 

 ・豊かな国際性と高度な専門性を兼ね備えた教育・研究を推進する

ため、平成 27 年度から 30 年度までに、新たにバーゼル大学（スイ

ス：医薬品分野）など５大学・研究機関と学術交流協定を締結し、
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また、タデュラコ大学（インドネシア：環境保全分野）や瀋陽化工

大学（遼寧省：教育連携）など４大学・研究機関と学術交流協定を

更新するなど、国際化に対応する教育環境づくりに取り組んでいる。 

 

  (4) 今後の課題とする事項 

県内企業との共同研究、受託研究を積極的に進め、地域との交流

を促進するなど学生の県内就職定着に向けた取組みをさらに強化

していくことが望まれる。 

 

 ４ 業務運営の改善及び効率化に関する目標 

(1)  評価結果 

評価 Ａ 中期目標が良好に達成できる見込みである。 

 

(2) 評価の判断理由 

        業務運営の改善及び効率化に関する目標を達成するための措置

として中期計画に記載された 17 項目のうち、すべてが「Ⅲ 概ね中

期計画どおりに実施している」と認められ、これらの状況を総合的

に検証し、(1)に記載の評価に相当すると判断した。 

 

  (3)  特に評価する事項 

・理事長と学長が適切な役割分担のもと、それぞれリーダーシップ

を発揮し、迅速に意思決定を行うとともに、相互に緊密な連携を図

り、全学的な大学運営を行っている。（教育研究審議会：年間 20 回

程度開催、理事会・経営審議会：年間４回程度開催） 

・教員の大学貢献度を学長が評価することなどにより、教員の資質

の更なる向上に努めている。 

   

 ５ 財務内容の改善に関する目標 

   (1)  評価結果 
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評価 Ｓ 中期目標が極めて良好に達成できる見込みである。 

 

   (2) 評価の判断理由 

財務内容の改善に関する目標を達成するための措置として中期

計画に記載された 11 項目のうち、すべての項目が「Ⅲ 概ね中期計

画どおりに実施している」と認められたものの、競争的資金の獲得

状況、共同研究件数、受託研究件数、法人化以降の財務諸表などを

総合的に検証し、(1)に記載の評価に相当すると判断した。  

 

  (3)  特に評価する事項      

・各学科の多くの教員が積極的に科学研究費補助金などの競争的研

究資金の申請に努め、年間採択件数は、目標値を大きく上回る見込

みである。 

・地域連携センターを拠点に国内外の企業・機関との受託研究、共

同研究を活発に展開し、科学研究費も堅調に増加している。（平成

27 年度 54 件 101,900 千円→平成 30 年度 75 件 159,800 千円） 

 

 ６ 自己点検評価及び情報の提供に関する目標 

   (1)  評価結果 

評価 Ａ 中期目標が良好に達成できる見込みである。 

 

   (2) 評価の判断理由 

        自己点検評価及び情報の提供に関する目標を達成するための措

置として中期計画に記載された４項目のうち、すべての項目が「Ⅲ 

概ね中期計画どおりに実施している」と認められ、これらの状況を

総合的に検証し、(1)に記載の評価に相当すると判断した。 

 

  (3)  今後の課題とする事項      

   ・平成 28 年度の認証評価機関による評価結果を踏まえ、大学院工

学研究科の再編について検討を進められたい。 
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 ７ その他業務運営に関する目標 

   (1)  評価結果 

評価 Ａ 中期目標が良好に達成できる見込みである。 

 

(2) 評価の判断理由 

その他の業務運営に関する目標を達成するための措置として中

期計画に記載された９項目のうち、すべての項目が「Ⅲ 概ね中期計

画どおりに実施している」と認められ、これらの状況を総合的に検

証し、(1)に記載の評価に相当すると判断した。 

 

  (3) 特に評価する事項 

    危機管理規程を整備し、特に必要性の高い災害発生時等の対応に

関するマニュアルを整備した。 

 

  (4) 今後の課題とする事項 

    近年増加しているサイバー攻撃に対応するための全学的な情報

セキュリティ体制の整備や必要な危機管理マニュアルの整備をさ

らに進めていくことが望まれる。 
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〈参考１〉 小項目評価の集計結果  

Ⅳ Ⅲ Ⅱ Ⅰ

中期計画を上
回って実施して
いる

概ね中期計画ど
おりに実施して
いる

中期計画をやや
下回っている

中期計画を大幅
に下回っている

第１ 教育に関する目標を達成す
るための措置 70 70

第２ 研究に関する目標を達成す
るための措置 24 1 23

第３ 地域貢献に関する目標を
達成するための措置 32 32

第４ 業務運営の改善及び効率
化に関する目標を達成する
ための措置

17 17

第５ 財務内容の改善に関する
目標を達成するための措置 11 11

第６ 自己点検評価及び情報の
提供に関する目標を達成す
るための措置

4 4

第７ その他業務運営に関する
目標を達成するための措置 9 9

合　　　　　　　計 (※)167 1 166 0 0

評価対象
項目数

（小項目）

評価等

大項目

 

（※）再掲の項目を含む。 

 

〈参考２〉 項目別評価の結果 

Ｓ Ａ Ｂ Ｃ Ｄ
中期目標が極め
て良好に達成で
きる見込みであ
る

中期目標が良好
に達成できる見
込みである

中期目標が概ね
達成できる見込
みである

中期目標が十分
に達成できない
見込みである

中期目標の達成
のためには重大
な改善事項があ
る

第１ 教育に関する目標を達成す
るための措置 ○

第２ 研究に関する目標を達成す
るための措置 ○

第３ 地域貢献に関する目標を
達成するための措置 〇

第４ 業務運営の改善及び効率
化に関する目標を達成する
ための措置

○

第５ 財務内容の改善に関する
目標を達成するための措置 ○

第６ 自己点検評価及び情報の
提供に関する目標を達成す
るための措置

○

第７ その他業務運営に関する
目標を達成するための措置 ○

評価

大項目

 


